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ひ ら さわ か ん が い せ き
な ら                                   あと

平 沢 官 衛 遺 跡 は,今から千年以上前の奈良・平安時代におかれた郡役所の跡とさ

れる遺跡で丸 `平沢'は遺跡のある場所の地名で,`官衛'は古代の役所を意味しま
｀
先

昭和50年(1975)の発掘調査で,重要な遺跡であることがわかり,昭和55年 (1980)に

は国の史跡に指定されました。現在は史跡公園として,当時の郡役所の様子を復元し,多く

の方に利用されています。
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<常陸国と筑波郡>
当時ァ茨城県の大部分は常陸国で′国衛は現在の

石岡市におかれました。常陸国は11の郡がおかれ′

つくば市は北部が筑波郡′南部が河内郡の範囲に

含まれていました。
つ く ば ぐ ん が           はっくつ           ひらさわかん

筑波郡衛についてはァ発掘調査によって平沢官
あ と

J
ぐ ん が し ょ う そ う

」 器 沢 官簡 遺麟 が つ 代 られ鬼時代

<律令国家と地方の役所>
7世紀中ごろ(約 1350年前)から8世紀はじめにん`けて′朝廷は中国にならい,律令 (法律)にもとづ

く′天皇を中心とする国づくりを進めていきました。

全国を支西己するしくみとしてrr国 ―郡 (評)一里 (郷 )′の希」度が整えられ′地方の役所として,およそ60

の国には国衡 (国府),郡には郡衛 l君[家)がおかれ′それぞれ都の貴族 (国司),地域の有力者 l君F司 )

が役人に任じられました。50戸で一里とする里 (郷)の役所の存在はわかつていません。

奈良時代の
常陸国と郡

響簡 と工倉
ぐ ん が

ぐん が

<郡衛の内容>
ぎ しき

と

ぐんちょう  そ しょう

郡衛は,政治や儀式を行う郡庁′租をしまつておく倉庫の正
そ う

ぐん じ

た ち く りや

倉′国の役人等が泊まる館′食事に関わる厨家などからなり,

陸
奥
同

平沢官衝遺跡が主に利用された時代

<正倉の役割>
正倉には,ききんなどの非常時に備えて主に

稲のもみがたくさんしまつておかれました。長年

しまいつづけるのが目標だつたため′もみが倉庫

いつぱいになつても使われ,多くの倉庫がつぎ
6(ら さ わ か ん が い せ き

つぎと建てられました。その結果′平沢官衛遺跡

郡司の下で多くの役人や人々が働いていました。

平沢宮衝遺跡では,このうち正

倉跡がたくさん見つかつている

よ !税として集められたお米な

どがしまわれていたんだね !

しょうそう

<正倉があつた場所>

※『新編常陸国誌』の
「和銅中「 壱判

`図
Jを

元に作図

◎奈良時代の主な税

ド
野
口

が い せ き

衛遺跡がその跡の一部であると考えられま魂 また

河内郡衡についても,桜中学校周辺で遺跡が発見

されており,こちらも金田官衝遺跡として国の

に指定されていま現

しせ き

史跡

<税の制度>
朝廷は地方の役所に,どこにだれが住んでいるの

かを記録した戸籍などをつくらせ,それらをもとに人

々に農地 (口分田)を与えァとれた稲のほか特産品

や人力作業 (肉体労

働)など′重い税を負

担させていました。税

の種類は右図のとお

りで,租以外は男性

のみにかけられ′年

齢によっても差があ

りました。

と う

では,数十棟の倉庫が見つかつていま曳

下総椰

税の負担がとっても

正倉には,高く乾燥した場所を選ぶこ

と′周辺には池をつくること,ほかの施設

と離すことなど,いくつかの決まりがあり

ました。これらは火災や盗難を防ぐ目的

のほか″たくさんの倉庫をわざと小高い

目立つ場所に建て,人々に朝廷や役所の

権力の強さを見せつけるねらいもあつた

ようで現 ただし,発掘調査ではそのとお

りでない場所からも見つかつていま魂

，

も

3

こ

一，

■■

年代 時代

約1万2千年前

約2300年前

約1700年前

710年

794年

1185年

旧石器時代

縄文時代

弥生時代

古墳時代

(飛鳥 H白鳳時代)

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

新
治
郡

茨
城
都

信
太
郡

そ

租
口分田にかかる税で,稲の収穫の約 3%
を納めさせた。

ちょう

調
絹や麻,海産物など各国の特産品を都に

納めさせた。

よう

庸 都で働く代わりに,布を納めさせた。

ぞ う よ う

雑径 国司のもとでの労働で,最大で年 60日。

へ い え き

兵役
各国の軍団や都の兵士にされたり,防人

として九州の太宰府に行かされた。

す い こ

出挙
種 となる稲を貸す代わりに,収穫時には

多 く返させた。

2



」」
は っ く つ ぢ ょ う 吉 ひ ら 古 わ か ん が い せ

レlノ

江 鍵麹調 査 昔純な器択 冒簡 遺鱗 J

昭和40年代の終わり′平沢に住宅団地をつくる計画が持

ち上がり′昭和50～52年 (1975～ 77)に発掘調査が行われ

ました。その結果,奈良・平安時代の大きな高床倉庫と考え

られる建物が規則的に立ち並ぶ跡が見つかり,ここに筑波郡

衡があつたと考えられるようになりました。

この発見によつて,遺跡を守ろうとする運動が起き′昭和

55年 (1980)に「当時の地方の役所跡として重要である」と

いう理由で,平沢官衡遺跡は国の史跡に指定されました。

その後′遺跡を歴史公園として復元整備するにあたり,平

成5・ 6年 (1993・ 94)に大がかりな発掘調査が行われ,清で

区切られた広い区域に,大きな高床倉庫と考えられる建物

跡が整然と立ち並ぶという′遺跡全体のようすが明らかにな

りました。遺跡は現在′公園として整備され,3つの倉庫が復

元されていま魂
板倉の柱の

人の立つているところが桂の穴です。

筵鞠 鬱荘類 &匙匙鞠
はっくつ                       ぁと   がゎばしらたてもの  そうばしらたてもの                      】         ひ ら さ わ か ん が ,ヽ

発掘調査で確認される建物跡は,側柱建物と総柱建物の大きく2種類に分けられま或 平沢官衡遺

跡からは約60棟の建物跡が見つかつていますが,床の高い倉庫 (高床倉庫)跡と考えられる総柱建物

が特に多く見つかつていることから、ここが正倉跡と考えられる訳で現
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左の回は遣跡を上か

ら見たもので,丸い

印が見つかつた柱の

跡だよ !

平沢宮衝遺跡は,人々がく

らしていた場所ではなく,倉
庫跡のため,当時の人が使っ

ていた道具などはあまり見つ

かりませんが,写真にあるよ

うな土器や瓦が見つかつてい

ます。これらはその形などか

ら年代がわかります。

刊‖104

遺跡全体図

オレンジと赤の部分が公園で復元されているもので′主に8世紀
あと     りつりょう

前半と後半の建物の跡で魂 律令体制が整つたこの時期に最も建

物の数が多くなりました。

4

ひ ら さ わ か ん が い せ き
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側
柱
建
物

が

わ

ば

し

ら

た

て

も

の

建物の外側だけに柱を立てた建物です。
床が低い建物と考えられます。

柱

（痕
跡
）

こ

ん

せ

き

柱
を
立

て
る
た
め

に
掘

っ
た
穴

の
跡

臼
■
■

，

一日
一

一団
一

一日
一

この面が (桁行 ) 梁行 )

総
柱
建
物

そ

う

ば

し

ら

た

て

も

の

建物の外側だけではなく床面全てに柱が立っている建物です。

高床式の建物と考えられます。

柱

（痕
跡
）

に 柱
掘 を
つ 十

た て
穴 る
の た
跡をめ 柱の上に をつくる (桁行 ) (梁行 )

掘

ユ

柱

建

物

ほ

っ

た

て

ば

し

ら

た

て

も

の

地面に掘つた六 (柱掘 りかた)の中に柱を

立て,建物をつくる方法です。通常は,1つ

の大に柱を一本立てます (壷掘 り)が,広い

穴に 2本以上の柱を立てる (布掘り)こ とも

あります。官衛遺跡の柱の穴は非常に大きい

のが特徴です。

柱

壷掘 り柱堀 りかた 布掘り柱掘りかた

礎
そ
せ

石
き

た

建て

物の

石の上に柱を立て,建物をつくる方法です。

建物の基礎は黒土・黄色土・砂などを交互に

敷き固めて しっか りとした地面をつ くりま

す。建物全体で行う総地業の他に,布地業・

壷地業という方法もあります。

柱 礎石

版築

総地業・布地業 壺地業

み くら

倉板
つち くら

土倉 倉

葺霞

I期 (■■)81し紀it半以前

Ⅱ期 (日■日) 同 前半中心

Ⅲ期 (‐■) 同 後半中心

Ⅳ

'切

 (日日E) 9, 10‖ 1莉Ⅲ1lJい

V期 (―)1 l lll紀 頃
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平沢官衛遺跡の出上物
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い せ  吉

建物の柱跡が復元されてい

るよ。たくさんの建物があ

ったことが分かるね。

贅

倉庫にはお米を守るた

めの鍵がついていたん

だ。鍵がエビの形に似

ているから海老錠と呼

ばれているよ !

江 遣跡 を見 て 主わ る う !

<形が違う3つの倉庫>
当時の地方の役所のことを記した書物には,正倉には違う形をした倉庫が何棟かずつあつたことが

言己されていま現 平沢官衛遺跡の倉庫もそうだつたと考えられるため,公園には建物跡の状況から3

種類の倉庫が復元されていま現 どれも床を高くすることで,地面からの熱や湿気を防dねずみなど

の害から守ることができま魂 復元した倉庫の中はァー年中おおよそ同じ気温や湿度で保たれている

ことが機械で計つてわかつていま現

<校倉 >
校倉造りといつて奈良の東大寺の正倉院と同じ

つくりになつていま魂 壁は,材木を「井」の字の形

に積み上げてつくられていま魂 建物の壁には,柱

がありません。

【大きさ】
幅  10.73m 奥行  7.27m
高さ 9.16m 面積 61.33席

ガ t つ と安E9た い :走跡 のあれ これ
いた くら

<板倉の中にある
rせ

き
′>

普段は見られませんが,板倉の扉の奥

には,rせき
′
という小部屋のようなものが

設けられていま魂 これは稲をもみのまま

倉庫にしまつた場合でも′扉の周りにこぼ

れてこないようにするためのものです。

<倉庫を守る古代の鍵 :海老鑓>

つちくら

あぜ くらづく

み ぞ

<土倉> <周囲をめぐる溝・柱の復元>

済は,盗難や火災か

ら倉庫を守るために

作られたんだよ。

つ か ゆ か

校倉造りと同じように東柱という太い柱が床
か ベ

を支えていま丸 壁の板の上に上がぬられている

ので,土誉といいま現 法隆寺にある平安時代の

倉庫を参考に復元していま現

【大きさ】
幅  19.38m
高さ 12.30m

奥行  8.76m
面積 125.32席

<板倉 >
壁が板でできているので板倉といいま現 この

建物だけ′太い柱は屋根を′細い柱が床を支務

というかたちになつています。

【大きさ】
幅  17.09m 奥行  7.7m
高さ 7.27m 面積 126.41席

<遺跡の案内所>
案内所では,平沢宮衝遺跡につ

いてのビデオやイベントの写真,

遺跡から見つかつた出土物を見

ることができるんだ !

い せ き

76

`せ き'がないと,

とびらが開かなくな
っちゃうんだね !
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①中台古墳第1号墳

い せ  吉

国指定史跡

選 周辺 の追跡 と文化 財

卍卍
 ③④

卍

ロ

至つくばセラテと

さ ど が い わ

②佐都ヶ岩

④毘沙門天種子板碑
(市指定)

屋古墳 (市指定)

:FI   ■|    |.  :.

至石画

至土浦北IiC.

一一一
一
一一
一一一一・

至下妻

土浦

や さ か じん

⑤八坂神
じゃこりん とう

社五輪塔
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【お問合せ先】
★つくば市教育委員会文化財課

つくば市苅間2530番地2

(研究学園D32街区2画地)

目邑言舌 029-883-1111
FAX 029-868-7637

★平沢官衛遺跡歴史ひろば

目邑言舌 029-867-5841

ひゅうかはいじあと

③日向廃寺跡 (市指定)

(県指定)


